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復興ありがとうホストタウンとは?
東日本大震災からの復興の歩み
復興ありがとうホストタウンこれまでの活動
国とのつながりやホストタウン活動も満載!

岩手・宮城・福島 全32自治体
復興ありがとうホストタウン一覧
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岩手県  13自治体
宮城県  8自治体
福島県  11自治体

復興ありがとうホストタウンとは?
　東京2020大会に参加する国・地域の方々と、スポーツや文化、経済など幅
広い分野にわたって交流を深める「ホストタウン」。ホストとなる各自治体の
特色を生かしたおもてなしによって、大会後にも末長く交流が続くことが期
待されています。東日本大震災で被災した岩手県、宮城県、福島県には、世
界中からたくさんの温かく、力強い支援が送られました。
「復興ありがとうホストタウン」とは、これまで受けた数多くの支援に対す
る感謝を伝え、震災から復興した姿を見せるために、相手国・地域の方々や
大会関係者との交流を行う自治体のことです。「復興ありがとうホストタウ
ン」には、3県から32自治体が登録されており、それぞれの自治体のガイド
と共に、世界中の人々との交流の様子をご紹介します。

F復興ありがとうホストタウン大使に任命されたポケモンたち。岩手
県はイシツブテ、宮城県はラプラス、福島県はラッキーが応援する

復興ありがとう
ホストタウン

FF復興あ復興あ復興あ復興あ復興あ興復興ありりりがとりがとうホスホストタトタウン大
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世界中から寄せられた数々の支援
復興した姿を感謝と共に世界へ
　復興への道のりは無残に広がるガレキの片付けから始ま
りました。全国、そして海外から数多くの支援の手が差し
伸べられたのもこのときからです。暮らしの再建に向けて、
住まいの整備やインフラの復旧に力が注がれる中、人と人
とのつながりもまた、新たに生まれたのです。
　いろいろな国・地域から、人材・物資両面からのサポート
がありました。加えて被災された地域の住民と、支援のた
めに来日した人々との交流によって、被災地にはたくさん
の笑顔がもたらされました。
　今、被災した地域では、海岸対策や復興道路などのイン
フラ整備、住宅の自主再建や災害公営住宅をはじめとする
新たなまちづくりが大きく進んでいます。「復興ありがとう
ホストタウン」の取り組みでは、復興しつつある東北の姿を
世界に向けて発信し、感謝を伝えています。

F岩手県大船渡市では震災直後、米国カリフォルニア州ロサンゼルス郡とバージニア州
フェアファックス郡の消防隊が、国際救助隊として捜索救助活動を行った

東日本大震災からの
復興の歩み

未曽有の被害をもたらした東日本大震災から10年。復興へ向けた住民の方々のたゆまぬ努力とたくさんの支援によって、
岩手、宮城、福島の3県は確実な復興の道を歩んでいます。
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岩手の復興
L雫石町を訪れたドイツ訪問団をおもてな
しする地元の方々。書道にも挑戦してもら
ったF野田村のスポーツ少年団は、台湾の
陸上選手から走り方を教わった。その感謝
を込めた「加油（がんばれ）」のメッセージ
D花巻市の中高生や大学生の柔道部員と、
オーストリアの柔道選手との交流。その後、
お礼の動画が撮影された

宮城の復興
　宮城県の津波による浸水面積は327㎢にも及びました。東
日本大震災による浸水面積の実に6割にあたります。県は震
災の年から10年で復興を達成すると目標を定めた「宮城県震
災復興計画」を策定しました。計画では10年間を「復旧期」
「再生期」「発展期」の3段階に分け、生活基盤や公共施設を復
旧し、生活や事業への支援を本格化させインフラ整備と共に
再生。現在は、県の発展に向けた戦略的な取り組みを推し進
める発展期も終えることができました。
　鉄道や道路は完全復旧し、2019年度のコンテナ貨物取扱
量や仙台空港の乗降客数は、震災前を上回る稼働率となって
います。住民生活の面でも、防災集団移転や津波に強い土地
区画事業などの整備も終え、農業、水産業共に見事な復興を
遂げました。各自治体の復興への足取りも含めて紹介します。

福島の復興
　東日本大震災による津波被害と、東京電力福島第一原発の
事故によってもたらされた住民の避難。福島が歩む復興まで
の道のりは長く険しいものがありました。
　2021年現在も、3万5千人を超える県民が避難を継続して
おり、帰宅困難区域も残されています。それでも福島県の復
興は確実に前進しています。2020年3月には全町避難を続け
ていた双葉町の帰宅困難区域が一部解除され、震災後には約
12％あった県土に占める避難指示等区域の面積は約2.4％ま
で縮小しています。同年9月には双葉町に東日本大震災・原
子力災害伝承館も開館。生産者の思いが詰まった福島県の農
林水産品を扱うオンラインストア「ふくしまプライド便」も好
調で、2020年度には33億円の売り上げを達成しました。今
年度より第2期復興・創生期に入った福島を紹介します。

　岩手県では沿岸部を中心に大きな被害が発生しました。県
では2011年に「復興計画」を策定し、取り組みを進め、現在
も2028年までの長期ビジョン「いわて県民計画」において、
復興を最重要課題に定めた取り組みを実施しています。
　自治体と県民のたゆまぬ努力、国内外からの支援によって、
震災後4万人を超えた仮設住宅の入居者はゼロとなり、災害
公営住宅は整備戸数の100％の工事が完了。農地の復旧面積
も100％となるなど、生活の再建は確実に進んでいます。復
興道路の整備や三陸鉄道リアス線の誕生により、県内のアク
セスは大きく改善されました。一方で水産業においては水揚
げ量や養殖生産量など、もう一段の復旧が望まれますが、岩
手が誇る海産物や農産品は観光振興と共に県外の方からも親
しまれています。岩手の復興の様子をどうぞご覧ください。

Lイタリアのホストタウンとなった仙台市。
2019年にはバレーボール女子U16イタリア
代表が、仙台市で親善試合を行っている
Fチリのホストタウンとなっている加美町
では、加美町公認のゆるキャラ「かみ～ご」
も応援メッセージを送っているD岩沼市
は南アフリカのホストタウンとして、同国
選手への応援メッセージを市の陸上競技場
で撮影した

L川俣町では相手国のアルゼンチンへ向け
て、スペイン語とアルゼンチンの音楽で感
謝を伝えたFクウェートのホストタウンと
なった二本松市では、幕末の戊辰戦争に出
陣した二本松少年隊の衣装で、感謝の気持
ちを伝えたD飯舘村はラオスのホストタウ
ンとなり、2019年9月にはラオスのパラ水
泳代表選手の合宿を受け入れている
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数々の支援に対する感謝の気持ちを伝える「復興ありがとうホストタウン」。
各自治体による相手国・地域との交流に加えて、復興ありがとうホストタウンが連携した
活動があります。SNSを駆使したり、食でのおもてなしなど、その柔軟さにも注目です。

第1回サミットは、
Jヴィレッジで開催!
　復興ありがとうホストタウン連絡協
議会が設立されたのは2019年6月11日
のこと。その年の11月4日に福島復興
のシンボルにもなっているJヴィレッ
ジで「復興ありがとうホストタウンサ
ミット in Jヴィレッジ」が開催されま
した。ブラインドサッカーの日本代表
とアルゼンチン代表チームによる親善
試合や、前回の1964年東京大会で金
メダルに輝いた海外の元アスリートに
よる講演、さらにホストタウンと東北
3県を代表する若手アスリートによる、
これまでの取り組みなどについてのパ
ネルディスカッションが行われました。

復興ありがとうホストタウンサミット

オンラインで実感する
国境を越えたつながり
　既にコロナ禍にあった2021年1月17日には、2回目
となる「復興ありがとうホストタウンサミット in 仙
台」がオンラインで開催されました。仙台と東京、イ
タリアをつないだサミットでは、冒頭で復興ありがと
うホストタウン連絡協議会の会長でもある橋本聖子大
臣（当時）が、「オンライン、ビデオメッセージなど新
たな交流が各地で生まれており、世界の団結の象徴と
したい」とあいさつ。地元仙台の高校生によるイタリ
ア国歌の斉唱や復興ありがとうコンサートなどが披露
され、オンラインながら、人と人とのつながりを感じ
ることのできるサミットになりました。

復興ありがとうホストタウン
これまでの活動
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　新型コロナウイルスの感染拡大による影響で、予定されていた相
手国・地域の関係者との互いの国を行き来しての交流は中止を余儀
なくされました。そのため、2020年8月に復興ありがとうホストタ
ウン連絡協議会がInstagramのアカウントを開設し、新たな交流の
場を作りました。町の魅力を発信したり、相手国・地域の紹介や選
手を応援するメッセージが数多く投稿されました。

　復興ありがとうホストタウンでは、自治体
ごとに特色あふれる交流を続けています。そ
の活動をより多くの方に知ってもらうために、
海外からの支援がどれだけ被災地に勇気と希
望を与え、その後の活動へつながっていった
のかをまとめた映像を制作。震災時、釜石市
のラグビーチームに所属していたオーストラ
リアの選手が、日本にとどまり支援活動をし
たエピソードなどと共に振り返っています。

I n s t ag r amで町の魅力を紹介!

映像で広がる復興ありがとうホストタウン

投 稿 テ ー マ 実 績
9月 復興ありがとうホストタウンになった経緯

10月 ホストタウンの四季
11月 相手国・地域との交流内容

（2020年度）
12月 伝統文化・地域の祭
1月 ホストタウン交流のキーパーソン
2月 ホストタウンの食文化
3月 復興支援への感謝の想い

D南相馬市から
は、ジブチと台
湾の子どもたち
が市を訪れた際、
七夕飾りを体験
した投稿も

地域の食でおもてなし

FH映像では、復興した町の姿や地元の人々の笑顔と、支援してくださった海外の方々へ向けた「感謝」の気
持ちがつづられています

SK岩手県雫石町で開かれたドイ
ツ料理教室の様子。ドイツ人シェ
フに教わりドイツ風ピザのフラムク
ーヘンを焼き上げたGクウェート向
けの料理を福島県立安達東高等学
校の生徒が試行錯誤して仕上げた

　東京2020大会で来日する選手たちには、ホストタウン
の住民の方々が栄養バランスを考え、大会でベストパフォ
ーマンスを発揮するための食事が提供されます。その際、
栄養面もさることながら、地元の食にも触れてほしいとの
思いから、地元食材を使った日本ならではのおもてなしメ
ニューの開発に取り組みました。各地の食材と相手国・地
域の食文化が融合した新しい料理なども生まれています。

私たちも
作りました!

1岩手県山田町のだしを使ったラーメン　2宮城県
名取市のトマトとキュウリで作る「じゅうねん汁」　
3福島Jヴィレッジのアルゼンチン向けメニュー　
4岩手県矢巾町産の食材で作ったオーストリア料理

1

4

2

3
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本州一の面積を誇る自然豊かな土地

09　二戸市×ガボン、雫石町×ドイツ
10　矢巾町×オーストリア、花巻市×米国・オーストリア
11　北上市×セルビア、久慈市×リトアニア
12　野田村×台湾、宮古市×シンガポール
13　山田町×オランダ、大槌町×台湾・サウジアラビア
14　釜石市×オーストラリア、大船渡市×米国
15　陸前高田市×シンガポール

岩手県
13の自治体が復興ありがとうホストタウンに登録されている岩手県。
世界中のあらゆる地域との交流が盛んに行われ、復興した姿を発信しています。

二戸市×ガボン 

雫石町×ドイツ 

久慈市×リトアニア 

矢巾町×
オーストリア 

宮古市×
シンガポール 

山田町×
オランダ 

花巻市×米国 
オーストリア 

北上市×セルビア 

野田村×台湾 

大槌町×台湾 
サウジアラビア 

釜石市×
オーストラリア 

大船渡市×米国 

陸前高田市×シンガポール 
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AR IGATO Hos t  Towns  fo r  Suppo r t i n g  Recons t r u c t i o n

二
に の

戸
へ

市
し

雫
しずく

石
い し

町
ちょう

岩手最北端の食と伝統の
町がガボン共和国と文化交流

季節ごとに美しい色彩の里山
大自然の中に詰まった歴史と魅力

　岩手県の内陸部の北端に位置する二戸市。生産量日本一を誇る
「浄法寺漆」など伝統文化はもちろん、ブランド鶏、ブランド豚、高
タンパクで脂肪分が少ない「短

たん

角
かく

牛
ぎゅう

」は全国有数の産地として知られ
ています。中山間地の風土を生かした果樹や地酒などの生産も盛ん
で、豊かな食文化を楽しむことができる町です。

　盛岡市の西方に位置する雫石町。岩手山をはじめ1000m以上の山
が連なり、山岳や高原が大部分を占めています。四季折々の美しい
自然の中には10の異なる温泉が点在。また、全国的に有名な小岩
井農場は、国指定重要文化財に指定されたレンガサイロなど、歴史
と魅力が詰まったレジャースポットです。

F現地の小学校とのオンラインによる、クリスマスパーティーの様子。
ガボンの豊かな自然や、日本のアニメが意外と知られていることにも驚き

現地の小学校とオンライン交流
クリスマスパーティーを実施

ありがとうホストタウンProject! わが町のいいトコ教えます
二戸市浄法寺地域では国産漆の約7割を生産
しており、生産量は日本一。高品質な浄法寺
漆を使った「浄法寺漆器」は、使うたびに手に
なじみ美しいツヤが出てくる

ちょっと

震災後、ガボンから多額の義援金が日本赤十字社宛て
に贈られた。二戸市にはほかの地域から多くの被災者
が避難し、生活支援に義援金が充てられた。その後、
地元の酒造会社が日本酒の輸出を計画していたことも
あり、復興支援への感謝も込めて受け入れを決定。

二戸市×
ガボン

1995年2月にバートヴィンプフェン市と相互交流の覚書
を結び、2004年には隣接するネッカーズルム市も含め
た両市の学生と相互交流を行っていた。震災発生直後、
両市の学生が募金活動を行い、義援金が雫石町国際交
流協会を通して岩手県沿岸4市町の学校に贈呈された。

ドイツ

雫石町×
ドイツ

F2016リオ大会まで、4大会連続でパラリンピックに出場したポポフ選
手。義足で走る楽しさを伝える陸上クリニックを世界各地で行っている

ガボン

文化に興味を持っていたようです。そし
て現地で日本の音楽やアニメなどが親し
まれていることにも驚いていました」
（政策推進課）

「次代を担う子どもたちを対象に交流事
業に取り組み、応援メッセージカードや、
ガボンの国歌を合唱する動画を制作しま
した。また、ガボンの小学校と二戸市を
オンラインでつないで、クリスマスパー
ティーも実施。ガボンの豊かな自然や食

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

小岩井農場は120年以上の歴史を持ち、民間
農場としてはわが国唯一の総合農場として、
数々の功績を上げている一方で、牧歌的な風
景は人々に安らぎと潤いを与えている

ポスター制作やアスリートの
講演会を通じて共生社会の学び

ありがとうホストタウンProject!

「雫石町内中高生が、震災時に支援をい
ただいたドイツへの感謝の気持ちと復興
状況の発信、ドイツ留学生との交流や被
災地訪問などを通して、復興ありがとう
ホストタウンポスター制作に取り組みま
した。また、パラアスリートのハインリ
ッヒ・ポポフ選手を招いて、講演会並び
に陸上クリニックを開催。自分の状況を
理解し、前向きに受け入れる大切さを学
びました」（生涯学習スポーツ課）
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矢
や

巾
は ば

町
ちょう

花
は な

巻
ま き

市
し

音楽でつなぐオーストリアとの絆
「音楽のまち」として続ける交流

自然と文化の理想郷
柔道を通して絆深まる

　岩手県のほぼ中央に位置する矢巾町。宮沢賢治が愛した南昌山な
ど豊かな自然のシンボルに恵まれる一方、中心部には大学病院があ
り、コンパクトながら健康で安全安心に暮らせる町を目指していま
す。外を歩けばどこからともなく音楽が聞こえてくる町づくりを目
標に、2016年11月には「音楽のまち」を宣言しました。

　宮沢賢治生誕の地として知られる花巻市。東北有数の温泉地「花
巻温泉郷」は、古くから湯治場として人々を癒やしています。早

はや

池
ち

峰
ね

国定公園や北上川に注ぐ葛
くず

丸
まる

川渓流など、美しい自然に囲まれた
観光地。キャッチコピーは「市民パワーをひとつに歴史と文化で拓
く　笑顔の花咲く温か都市（あったかまち）イーハトーブはなまき」。

F現地小学校との交流では、参加した子どもたちから「オーストリアと
日本の違いが分かり面白い」「オーストリアに行ってみたい」との声が

地元食材を使用したメニューを
開発し、新たな魅力発見

ありがとうホストタウンProject! わが町のいいトコ教えます
ちょっと

町内にある岩手県立不
こ

来
ず

方
かた

高等学校音楽部が、定期的
にオーストリア演奏旅行を行っていたのがきっかけで、
震災時には当時のホストファミリーたちから多くの義
援金や励ましのメッセージが寄せられた。その感謝の
気持ちを伝えるため、ホストタウンとして登録。

矢巾町×
オーストリア

Fオーストリア代表選手との交流会には、市内の中高生など約120人が
参加。自由に技をかけ合う「乱取り」や、得意技の披露などを楽しんだ

オーストリア

毎年夏には、約40万本のヒマワリが雄大に
咲き誇り観光客を迎える。リンゴや山ブドウ、
米など豊かな自然が育む農作物はもちろん、
それらを活用した新たな加工品にも注目

震災発生直後から、姉妹都市である米国のホットスプ
リングス市とラットランド市、また友好都市であるオ
ーストリアのベルンドルフ市から励ましのメッセージ
が寄せられた。現地では募金活動も行われ、市に届い
た多額の義援金は被災者支援に役立てられた。

花巻市×
米国・オーストリア

オーストリア

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

400年以上の歴史を誇る花巻まつりでは、華
麗な風流山車が町を彩る。ユネスコ無形文化
遺産に登録された早池峰神楽や、わんこそば
に花巻温泉郷など観光資源が多数そろう

女子柔道チームとの交流会では
世界レベルの技に感動

ありがとうホストタウンProject!

　同年11月には米国陸上競技連盟宛て
に、花巻の小学生が制作した応援フラッ
グを送りました」（生涯学習課）

「米国とオーストリアの姉妹都市との交
流を中心に、地域の伝統芸能や文化を紹
介する交流を実施。2019年9月にオース
トリアの女子柔道チームが花巻市を訪れ、
その交流会に参加した青少年たちが、世
界レベルの選手の技を見て大いに感動！

米国

は、『食材の新たな魅力を発見できたこ
とは貴重な経験でした』との声も寄せら
れています」（文化スポーツ課）

「2020年2月から、動画制作やオンライ
ンを活用した交流を推進。現地の小学校
との交流会では、子どもたちが非常に楽
しそうに過ごしていたのが印象的でした。
地元食材を使用したオーストリア料理の
メニュー開発事業に携わったシェフから
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AR IGATO Hos t  Towns  fo r  Suppo r t i n g  Recons t r u c t i o n

北
き た

上
か み

市
し

久
く

慈
じ

市
し

ものづくりと観光で栄える町
セルビアの文化に親しみ

「あまちゃん」で一躍有名に
30年にわたって深めた絆

　岩手県の内陸南部にあり、工業と農業が盛んな北上市。2021年
に開園100周年を迎えた桜の名所「展勝地」や、同じく2021年に第60
回を数える北上・みちのく芸能まつりなど見どころが満載。春は桜、
秋は紅葉、冬はスキーと、年間を通して観光客が訪れます。製造業
も盛んで、職住隣接の豊かな暮らしが楽しめる拠点都市です。

　東に三陸復興国立公園の海岸線、西に雄大な渓谷・山林を抱く久
慈市。豊かで多様な自然が広がり、NHKの連続テレビ小説「あまち
ゃん」でも知られる「北限の海女」や「琥珀」「久慈秋まつり」などが有
名です。また、スポーツでは柔道十段に上り詰めた柔道家「三船久
蔵」の出身地であることから、柔道も盛んに行われています。

Fセルビアの歴史や文化をパネル展示。衣装や食品などの展示物から、
「セルビアという国が身近に感じられた」という人も多かった

陸上競技セルビア代表選手の
「活躍が楽しみ」の声多数

ありがとうホストタウンProject! わが町のいいトコ教えます
ちょっと

北上市では2019年から、セルビアオリンピック委員
会と陸上チームの事前合宿について交渉していた。震
災時にはセルビアから義援金を贈られた経緯があり、
その支援に感謝を示すためにも「復興ありがとうホス
トタウン」となることを決定した。　

北上市×
セルビア

F柔道を通じた交流では、参加者から「言葉が通じなくとも、手取り足
取り指導すると気持ちが通じ合う」との感想が聞かれた

セルビア

「陸上競技に出場するイバナ・スパノヴィ
ッチ選手（女子走幅跳）と、アーミン・シ
ナンチェビッチ選手（男子砲丸投）の受け
入れを予定していたが、新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響から断念。そんな
状況下でも、大使館によるオンラインセ
ミナーのほか、セルビアの文化やスポー
ツ、工芸品や食に関するパネル展示も実
施。『選手の活躍が、ますます楽しみに
なった』との声も！」（スポーツ推進課）

日本さくらの名所100選に選ばれた「展勝地」
は、ベニヤマザクラなど約1万本の桜が開花
する。北上川沿いには約2kmもの桜並木が広
がり、毎年多くの観光客でにぎわう

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

互いに琥珀の産地であったことが縁となり、1989年
にリトアニア・クライペダ市と姉妹都市に。震災時に
はクライペダ市から寄付金が寄せられたほか、犠牲者
の鎮魂と復興を願う「千羽鶴キャンペーン」が行われ、
同市内の20以上の学校に折り鶴が飾られた。

久慈市×
リトアニア

リトアニア

NHK連続テレビ小説「あまちゃん」のロケ地に
もなった久慈。市の無形民俗文化財である
「北限の海女」たちは素潜りで10m以上も潜水
し、ひと息で10個もウニを捕るそうだ

柔道選手を2名受け入れ
使節団の派遣で深く交流

ありがとうホストタウンProject!

降は市内生徒による応援グッズ作成や、
リトアニア紹介展示を実施しています」
（生涯学習課）

「リトアニア柔道ナショナルチームの選
手2名を受け入れ、久慈市を訪問した選
手たちとの柔道・文化交流や、久慈市の
使節団をリトアニアに派遣しての柔道教
室、リトアニアオリンピックデー出展な
どの交流を進めてきました。コロナ禍以
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野
の

田
だ

村
む ら

宮
み や

古
こ

市
し

外海が育む豊かな海の幸で
台湾の人々をおもてなし

海の幸に恵まれた港町
シンガポールと交流

　岩手県の県北沿岸に位置し、太平洋に面した野田村。故郷の原風
景に、海・山・川の魅力がぎゅっと凝縮されています。野田漁港に突き
出した高さ約50mの断崖「大

だい

唐
とう

の倉
くら

」や、緩やかな弧の海岸線が続く
「十

と

府
ふ

ヶ
が

浦
うら

」などの景勝地は、雄大で見る者を圧倒してやみません。
外海の厳しい自然に育まれた「荒海ホタテ」やワカメも絶品です。

　本州最東端に位置する宮古市。森・川・海の豊かな自然環境に恵ま
れ、三陸海岸を代表する景勝地の「浄土ヶ浜」には年間を通して多く
の観光客が訪れています。水産業もとても盛んで、黒潮と親潮がぶ
つかる三陸沖からは、サケ、サンマ、ウニ、アワビ、毛ガニなど、
四季折々の新鮮な海の幸が豊富に水揚げされます。

F台湾の彰化市から管弦楽団が来村し、友好演奏会を開催。素晴らしい
音楽のプレゼントの後は、村の海産物や伝統料理でおもてなし

音楽と郷土料理で交流
言葉の壁を感じない温かさ
「2018年には彰化市から管弦楽団を招い
て演奏会を開催し、郷土料理や餅つき、
太鼓の演出でおもてなしをしました。同年
には中学生4名が台湾を訪れ、陸上競技ト
ップ選手に野田村の中学生がインタビュ
ーを実施。ポスターを作って応援の気持
ちを伝えました。台湾では『遠く離れた
親戚と久しぶりの再会のように歓迎して
くれたことが印象的だった』との声も聞
かれるほどでした」（教育委員会事務局）

ありがとうホストタウンProject! わが町のいいトコ教えます
ちょっと

台湾佛教慈濟基金会から全被災世帯への義援金が贈ら
れたほか、台北中正ロータリークラブ・台北福齢ロータ
リークラブから小中学校用の太鼓・管楽器・スポーツ用
品など多くの支援を受けた。ホストタウン事業を通し
て、台湾への感謝と野田村の復興の現在を発信する。

野田村×
台湾

Fシンガポールに住んでいた経験を持つ方を講師に、学習会を実施。生
徒たちはシンガポールでの暮らしに興味津々だった

台湾

野田村はホタテの養殖が盛ん。荒波にもまれ
たホタテは、大きな肉厚の貝柱にプリプリの
食感、ギュッと詰まった甘味とうま味が特徴。
生はもちろん、煮ても焼いても美味

シンガポール赤十字社から、東日本大震災で被災した
方などの生活を支援する「田

た

老
ろう

サポートセンター」の建
設、全壊した宮古運動公園陸上競技場の備品購入費用
で寄付金の支援を受けた。その感謝の意を込めて、復
興ありがとうホストタウンとなった。

宮古市×
シンガポール

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

宮古の旬の食材を牛乳瓶に詰め、自分でご飯
にかけて食べる「瓶ドン」は、宮古の人気ご当
地グルメのひとつ。豊かな海の幸を味わって
存分に楽しめる、地元ならではの逸品だ

シンガポール料理を取り入れた
「ホストタウン給食」を実施

ありがとうホストタウンProject!

徒も多く、シンガポールに興味や親しみ
をもってもらえた様子でした」（生涯学
習課）

「小中学生を対象に、シンガポール料理
を取り入れた〝ホストタウン給食 〝を実施
しました。また、シンガポール出身者で
陸前高田市の国際交流員であるサラ・チ
ュウさんを講師に招いた〝シンガポール
学習会 〝も行い、積極的に質問をする生

シンガポール
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AR IGATO Hos t  Towns  fo r  Suppo r t i n g  Recons t r u c t i o n

山
や ま

田
だ

町
ま ち

大
お お つ ち

町
ちょう

400年以上も続く長き縁
オランダと食で深める絆

台湾とサウジアラビアを
訪問し互いの文化交流を促進

　陸中海岸のほぼ真ん中に位置する山田町。湖のように穏やかな山
田湾と、そこで養殖されるカキ・ホタテが名物です。山田湾が養殖に
適している秘密は、湾の背後にある豊かな山々とそこから流れ込む
川。自然の恵みあふれ、海、山、グルメを楽しめる町です。旅好き、
アウトドア好き、登山好き、おいしいもの好きにはたまりません。

　大槌町は美しい「景観」とおもてなしの「食」、さらに「アニメ・伝統
文化」の町です。皆さんに復興した姿を見せるため、現在、三陸鉄
道大槌駅のイメージキャラクター「大槌カイ」を活用した短編アニ
メを制作中。また大槌町などを舞台として、家族の絆を描くアニメ
映画「岬のマヨイガ」も2021年8月27日から公開予定です。

Fオランダ空手道のシスカ選手と交流。身長の高さに驚きの声も。子ど
もたちは文化の違いに触れ「新しいことだらけで楽しかった」と話す

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

古くは江戸時代、山田町へオランダ船が着船した縁で
交流が始まった。2000年には日蘭交流400周年記念を
機にザイスト市と友好都市となり、現在に至る。復興
ありがとうホストタウン事業は2018年にスタートし、
スポーツ・食文化を中心とした交流を行っている。

山田町×
オランダ

台湾からは、災害公営住宅などの建設への支援金のほ
か、復興支援コンサートの開催や奨学金制度の創設な
どの支援を受けた。サウジアラビアからは仮設住宅向
けにLPガスの一部無償提供、さらに町役場仮庁舎の
エアコン設備も提供を受けている。

サウジアラビア

大槌町×
台湾・サウジアラビア

F町内のイベントで、アラブ世界のスーパーフード「デーツ」の試食や写真
展示のほか、衣装体験も。サウジアラビアの魅力を感じられた

台湾のインフルエンサーを
招いて世界にPR
「台湾のインフルエンサーたちが町を訪れ、
建設支援をいただいた災害公営住宅や岩手県
立大槌高校を訪問。居住者や生徒たちとの温
かな交流を行いました。そして、インフルエ
ンサーの方々が、大槌町の景観、食、伝統文
化などの魅力を発信。また、野田村、福島県
南相馬市、北塩原村と連携し、台湾で開催さ
れた2020台北國際動漫節にブースも出展。
ステージ出演などを通して、支援への感謝と
復興の今を伝えました」（産業振興課）

ありがとうホストタウンProject!

サウジアラビアを訪問
交流深める

まつりでは、サウジアラビア王国の食文
化に触れていただくために、アラブ世界
のスーパーフード〝デーツ 〝の試食を実施
しました」（産業振興課）

「復興ありがとうホストタウンを申請す
る旨と今後の交流へ向けて、サウジアラ
ビア王国特命全権大使ナーイフ・アルフ
ァハーディ氏を訪問。サウジアラビア王
国のスポーツ省、サッカー協会とのweb
会議も実施しました。また、おおつち鮭

オランダ

復興を伝えたオランダ訪問
空手道の選手と交流深める

ありがとうホストタウンProject!

を、ベジタリアンのオランダ人空手選手
に振る舞いました。2020年にはオラン
ダへ向けた応援動画を制作し、オンライ
ン交流会も実施しました」（生涯学習課）

「これまで食文化を通じた交流に加え、
オランダ人空手選手との交流会や、日蘭
のアーティストを招いての文化交流を行
ってきました。2019年には山田町の復
興状況を伝えるため、職員と料理人がオ
ランダを訪問。地域の食材を使った和食

カキやホタテの養殖棚が浮かぶ山田湾には無
人の「オランダ島」があり、船で行くことがで
きる。街や里山でも多彩な体験ができるので、
ぜひ一度訪れてみてほしい

台湾
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か ま

石
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市
し

大
お お

船
ふ な

渡
と

市
し

「ラグビーのまち」釜石
選手との絆がさらに深まる

水産資源に恵まれた海の町
米国とジャズでつながる

　三陸復興国立公園のほぼ中央にある釜石市。世界遺産登録を受け
た橋野鉄鉱山の「鉄のまち」、世界三大漁場の三陸漁場を持つ「魚の
まち」であると同時に、日本選手権7連覇の新日鐵釜石ラグビー部
の歴史を持つ「ラグビーのまち」としても知られます。RWC2019の
会場地にもなった釜石には、生きたスポーツ文化が根付いています。

　岩手県沿岸南部に位置する大船渡市は、古くから水産業で栄えて
きました。特に三陸沖は「世界三大漁場」といわれ、サンマの水揚げ量、
水揚げ金額は共に本州１位。ほかワカメやアワビ、ウニ、サケなど海
の幸に恵まれた町です。気候も比較的温暖で、夏は涼しく、冬はほと
んど積雪が見られません。いつも港町の穏やかな時間が流れています。

Fタグラグビーでの交流の様子。異文化と英語に触れた小学生たちは、
オーストラリアを身近に感じつつも強い憧れを持ったよう

青少年を中心に
憧れの代表選手と交流

ありがとうホストタウンProject! わが町のいいトコ教えます
ちょっと

2011年の震災当時、釜石シーウェイブスRFCに所属し
ていたオーストラリアのラグビー選手が、チームメイ
トと共にボランティアとして救援物資の集積場で奔走。
2015年からは、海外体験学習事業として現地への中
学生派遣も行っている。

釜石市×
オーストラリア

F米国からミュージシャンを招いて、米国発祥の音楽文化である「ジャ
ズ」のコンサートを開催

オーストラリア

2015年に世界遺産登録された「橋野鉄鉱山」
のほか、豊かな山・海・川が育む新鮮な食材な
ども魅力。ハイブリッド天然芝を備えた釜石
鵜住居復興スタジアムも見どころ

とした異文化交流、タグラグビー交流、
2015年に始まった中学生の海外体験学
習事業など、青少年を中心にスポーツ文
化交流が盛んです」（国際交流課）

「2017年の登録以来、ラグビーを軸とし
た交流が行われました。登録のきっかけ
のひとつとなったラグビー元オーストラ
リア代表のスコット・ファーディー選手
を招いて、高校生へのラグビー指導を行
ったほか、市民との交流や小学生を対象

東日本大震災当時、米国国際救助隊が市内で行方不明
者の捜索救助活動に貢献。またボストンを拠点に活動
するボランティア団体が、市内で7カ月にわたりガレ
キ撤去などのボランティア活動を行った。これらがき
っかけで、復興ありがとうホストタウンとなった。

大船渡市×
米国

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

昭和8年創業「さいとう製菓」の銘菓「かもめ
の玉子」。大自然に遊ぶカモメの卵をモチー
フに、ほくほくの黄味あんをホワイトチョコ
で包み込んだ、風味豊かな大船渡の銘菓

市民有志が企画した
ジャズコンサートが大盛況

ありがとうホストタウンProject!

「2018年には『市生涯学習推進のつどい』
に在札幌米国総領事館ビーズリー領事を
招き、『これからの国際交流』をテーマに
対談を実施。市民のアイデアから生まれ
たコンサートでは、米国のジャズミュー
ジシャンを招待。3回の演奏会は共に場
内満員の大盛況でした。このコンサート
は大船渡市のホストタウン交流の中心事
業として、多くの市民の興味・関心を集
めています」（生涯学習課）

米国
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AR IGATO Hos t  Towns  fo r  Suppo r t i n g  Recons t r u c t i o n

陸
り く

前
ぜ ん

高
た か

田
た

市
し

復興への希望を
シンガポールとつなぐ
　岩手県沿岸部の最南端に位置する陸前高田市。白砂青松の高田松
原をはじめ、海・山・川に恵まれています。震災後は、新たな希望を
「奇跡の一本松」に託し、復興に向けて前進中。新しい減災のまちづ
くり、「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり」に
取り組みながら、「世界に誇れる美しいまち」を目指しています。

F2019年に開催された、シンガポールの文化を体験・交流する「シンガ
ポールフェア」。会場ではご当地名物のチキンライスなども提供

オンラインで対談や
コンサートを配信

ありがとうホストタウンProject! わが町のいいトコ教えます
ちょっと

東日本大震災の後、コミュニティホールや図書館の建
設、奨学金の創設など、シンガポール共和国から多く
の支援を受けている。その感謝の気持ちを表し、未来
まで続く友好・交流の関係を構築するため、2018年に
「復興ありがとうホストタウン」となった。

陸前高田市×
シンガポール 復興の象徴となる「高田松原津波復興祈念公

園」。津波による犠牲者への追悼などを目的
とした国営施設。献花の場や海を望む防潮堤
が設けられ、奇跡の一本松が保存されている

ンガー・ソングライターのライブをYou Tube
配信。市の広報誌でも、シンガポールの
情報を伝えるコーナーを設けて発信しま
した」（観光交流課）

「2019年秋に、シンガポールの文化を体
験、交流する『シンガポールフェア』を開
催しました。2021年春には、オンライ
ンで交流会を実施。在京シンガポール大
使館首席公使と陸前高田市長とのリモー
ト対談や、シンガポール在住の日本人シ

シンガポール

復興ありがとうホストタウンの岩手県
ホストタウン施策は、東京2020大会終了後も交流が続いていきます。
岩手県の自治体の皆さんに、今後してみたい国際交流の「夢」を語ってもらいました

15



海の幸と山の幸、食の魅力あふれる

宮城県では、海沿い中心に８自治体が復興ありがとうホストタウンに登録。
ヨーロッパや南米など、さまざまな国との交流が続いています。

17　加美町×チリ、仙台市×イタリア
18　気仙沼市×インドネシア、石巻市×チュニジア
19　東松島市×デンマーク、名取市×カナダ
20　岩沼市×南アフリカ、亘理町×イスラエル

宮城県

加美町×チリ 

気仙沼市×インドネシア 

仙台市×イタリア 

石巻市×
チュニジア 

東松島市×
デンマーク 

名取市×カナダ 

岩沼市×南アフリカ 

亘理町×イスラエル 
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AR IGATO Hos t  Towns  fo r  Suppo r t i n g  Recons t r u c t i o n

加
か

美
み

町
ま ち

仙
せ ん

台
だ い

市
し

鳴瀬川の田園風景と
〝加美富士 〝の美しさに触れる

豊かな自然と街のにぎわい
東北随一の大都市・仙台

　2003年に中新田町、小野田町、宮崎町の合併により誕生した加
美町。山岳や高原、丘陵地から町を貫流している鳴瀬川流域の田園
風景など、豊かな自然に囲まれた美しい町です。町のほぼ中央部に
は〝加美富士 〝とも呼ばれる薬

やく

萊
らい

山
さん

がそびえ立ち、山の麓に広がる
「やくらいガーデン」では四季折々の花を楽しむことができます。

　東北最大の都市である仙台市。東は太平洋、西は奥羽山脈に接し
ているため、マリンスポーツとウインタースポーツの両方を楽しめ
るほか、秋

あき

保
う

・作
さく

並
なみ

といった温泉地を有し、豊かな自然にも恵まれ
ています。春の「仙台・青葉まつり」や夏の「仙台七夕まつり」などさ
まざまなイベントがあり、一年を通して見どころが多い都市です。

F加美町とチリなど3カ所をオンラインでつないだ交流会。約1年半ぶりの
再会に、出身の国の言葉であいさつし、練習状況などを報告し合った

事前合宿で出会った選手たちと
オンライン交流会で再会

ありがとうホストタウンProject! わが町のいいトコ教えます
伝統的なお祭りやイベントのほか、国内でも
有数の音響設備を誇り、〝田んぼの中のコン
サートホール 〝として知られる「中新田バッ
ハホール」ではさまざまなコンサートを開催

ちょっと

1960年、チリ地震で発生した津波により被災して以来、
南三陸町（当時の志津川町）はチリと深いつながりを持
つようになったという。加美町は、東日本大震災で甚
大な被害を受けた南三陸町の住民を受け入れたことで、
三者の結び付きからチリのホストタウンとなった。

加美町×
チリ

F仙台・イタリアの両地で青少年交流を行い、合同練習や親善試合など
を実施。スポーツを通した交流が活発に行われ、相互理解を深めている

チリ

術のほか、フィジカルやメンタルの鍛え
方のアドバイスを受けたことで、今後の
部活動に対するモチベーションを高めて
いました」（教育委員会スポーツ推進室）

「チリのパラカヌーチームによる事前合
宿や、チリ青少年オーケストラ財団を招

しょう

聘
へい

するなどの交流を深めています。2021
年2月のパラカヌー選手とのオンライン
交流会には、町内の中新田高校カヌー部
員たちも参加。選手からカヌー競技の技

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

初代仙台藩主・伊達政宗が通商交渉を目的に派遣した
慶長遣欧使節団がイタリアを訪問したほか、2002FIFA
ワールドカップの際にはイタリア代表が仙台市内で合
宿を行った。また震災時にはイタリアから温かい支援
が寄せられ、多くの市民が励まされた。

仙台市×
イタリア

イタリア

戦後の混乱期に誕生したといわれる牛タン焼
き。現在、仙台市内には100店舗ほどの牛タ
ン焼きの店舗が存在するそうで、仙台を代表
する食文化として愛されている

合同練習や試合での交流は
日伊文化の学びの場に

ありがとうホストタウンProject!

ル女子U16イタリア代表チームとの試合
を行った中高生からは、普段できない外
国チームとのゲームは、貴重な経験にな
ったという感想も」（スポーツ振興課）

「サッカー男子U19セリエB、シッティン
グバレーボール女子、2018世界バレー女
子、野球U15の各イタリア代表らと交流。
合同練習や親善試合を通じた交流はもち
ろん、日伊の文化を学び、相互理解を深
める機会にもなっています。バレーボー

写真提供：宮城県観光
プロモーション推進室

写真提供：宮城県観光プロモーション推進室
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気
け

仙
せ ん

沼
ぬ ま

市
し

石
いしの

巻
ま き

市
し

全国屈指の水産都市
NHKの朝ドラでも注目!

石ノ森章太郎が愛した石巻
名所巡りが楽しい港町

　宮城県の北東端に位置する気仙沼市。太平洋に面した沿岸域はリ
アス式海岸を形成し、気仙沼湾は四季静穏な自然の良港となっていま
す。世界三大漁場のひとつである三陸沖漁場を控え、生鮮カツオ水
揚げ量日本一を誇る全国屈指の水産都市です。ほかにもメカジキやサ
メ（フカヒレ）、サンマなど、旬な魚介類が毎日水揚げされています。

　世界三大漁場のひとつ「三陸沖漁場」を擁する石巻市。石巻駅から
市内中心部にある「石ノ森萬画館」までの道のりは、マンガロードと
してキャラクターの像が設置されており、漫画の町としても親しま
れています。慶長使節船のある「サン・ファン館」や「金華山」などの
観光名所も多く、宮城県北東部地域を代表する風光明媚な都市です。

Fインドネシアからの居住者が多い気仙沼市。食を通じた交流会のほか
にも、学校給食でのインドネシア料理の提供も行われている

インドネシアの技能実習生と
市民同士の交流を深める

ありがとうホストタウンProject! わが町のいいトコ教えます
ちょっと

Fコロナ禍以前に行われた、チュニジア水泳選手団と石巻市のスイミン
グスクール生との交流。約2週間の滞在でトレーニングや交流に参加した

1992年、東北大学に留学していたチュニジアの学生
が、石巻市にホームステイに来たことをきっかけに交
流開始。市内には「チュニジア通り」や「カルタゴ通り」
といった名前の道路もある。震災では炊き出しや物資
などの多大な支援を受け、感謝の意を示すため復興あ
りがとうホストタウンとなった。

石巻市×
チュニジア

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

2021年、開館20周年を迎えた「石ノ森萬画館」。
仮面ライダーやサイボーグ009を生み出した
漫画家・石ノ森章太郎の作品世界が体感でき
るマンガミュージアムだ

剣道ナショナルチームや
水泳選手団との交流が学びに

ありがとうホストタウンProject!

施。相手国へ送るDVD動画制作を通じて、
住民が交流のきっかけや、これまでの関
係を知る機会となりました」（東京オリン
ピック・パラリンピック推進室）

「チュニジア剣道ナショナルチームと石巻
の剣道団体との交流試合、チュニジアパ
ラリンピック委員会および在日チュニジ
ア大使館と石巻市立貞山小学校との交流、
チュニジア水泳選手団と貞山小学校や石
巻のスイミングスクール生との交流を実

チュニジア

校とのオンライン交流会を実施し、お互
いの暮らしや文化の理解を深めたり、言
葉が通じないながらも対話を楽しみまし
た」（地域づくり推進課）

「基幹産業である水産業を中心に、気仙
沼市にはインドネシアから居住している
技能実習生が多く、それぞれの国の代表
的な料理を披露し合うといった市民レベ
ルの交流をしています。また、気仙沼小
学校とインドネシアのアチェ第32小学

気仙沼市は、現在
放送中のNHK連続
テレビ小説「おか
えりモネ」の舞台
地となっている。
主人公・永浦百音
の生まれ育った町
に設定され、海や
山からもたらされ
る豊かな食材や、
美しい風景がたく
さんある、活気あ
ふれる港町だ

震災後、気仙沼市を訪問した当時のユドヨノ大統
領から、温かい励ましと多大な支援を受けた。200
万ドルの寄付金は気仙沼図書館建設の一部にも活
用され、館内の児童図書エリアを「ユドヨノ友好
こども館」と命名。インドネシアからの震災復興
支援の象徴となっている。

気仙沼市×
インドネシア

インドネシア
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AR IGATO Hos t  Towns  fo r  Suppo r t i n g  Recons t r u c t i o n

東
ひがし

松
ま つ

島
し ま

市
し

名
な

取
と り

市
し

奥松島と市を一望する
桜の名所で自然が織り成す景観に安らぐ

歴史遺産に見守られる土地
郷土芸能にも親しもう

　2005年、合併により生まれた東松島市。東部には肥
ひ

沃
よく

な田園が広
がり、中央部は市内を一望する桜の名所・滝山を中心とした丘陵地、
西部には風光明媚な日本三景・松島の東端である奥松島を抱え、変化
に富んだ自然が織り成す美しい景観を有します。水産業ではノリとカ
キ養殖が有名。ノリは皇室献上品に何度も選ばれている特産品です。

　宮城県の南東部に位置する名取市。古来より肥沃な土地、気候、
風土に恵まれ、自然と歴史が融合した町として知られています。名
取熊野三社や東北最大規模の史跡「雷神山古墳」をはじめ高塚式古墳、
熊野堂横穴墓群など文化・歴史遺産が数多く存在。熊野信仰の隆盛
を今に伝える熊野堂神楽や舞楽などの郷土芸能も残っています。

Fデンマークの中学生が市内にホームステイし学校生活も体験。市の中
学生もデンマークに訪問予定だったが、コロナ禍のため中止となった

デンマークの中学生と
ホームステイ交流

ありがとうホストタウンProject! わが町のいいトコ教えます
ちょっと

東日本大震災の直後、他国の大使館が日本国内からの
退避命令を発令する中で、2011年3月30日に当時のメ
ルビン駐日デンマーク大使が東松島市を訪れた。その
際に、多額の寄付金や子どもたちへのおもちゃを贈ら
れたことを機に交流が始まった。

東松島市×
デンマーク

Fカナダ出身の講師を招いて、日本語と英語による絵本の読み聞かせや、
カナダの自然や文化を英語で学ぶイベントも開催された

デンマーク

堂々と発表する姿に、本市の中学生も刺
激を受けつつ、アクティビティでは、一
緒に楽しんでいました」（東京オリンピ
ック・パラリンピック推進室）

「震災時の支援をきっかけに、学生交流
や産業交流を行ってきました。2019年
には、デンマークの中学生12名が来日
し、本市中学生12名とホームステイ交流
を実施。中学生ながら大人びて見えるデ
ンマークの生徒が、自分の考えを持ち

東松島市は、航空自衛隊第4航空団第11飛行
隊ブルーインパルスの本拠地である松島基地
の所在地。展示飛行が見られる松島基地航空
祭は、5万人を超える観光客が訪れる

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

震災により壊滅的な被害を受けた沿岸部は、発災当初
からカナダ連邦政府、ブリティッシュコロンビア州、
アルバータ州、カナダウッドグループから支援を受け
た。震災から10年が経過し、カナダに感謝・友好の気
持ちを伝えるため、ホストタウン事業を実施。

名取市×
カナダ

カナダ

日本一と称される赤貝や、北限のシラスが名
産品。1940年ごろから栽培が始まったカーネ
ーションは、震災で壊滅的な被害を受けたが、
今では東北一の生産量を誇るまでに回復

絵本や食を通して
カナダの文化を学ぶ

ありがとうホストタウンProject!

文化などを学んで考案した〝おもてなし料
理 〝を振る舞ったりと、楽しくカナダ文
化に触れています」（復興ありがとうホ
ストタウン推進室）

「カナダの歴史や文化を知ってもらうイ
ベントや講演会を開催。子どもたちに、
英語と日本語でカナダ人作家の絵本の読
み聞かせを行ったり、地元の有名レスト
ランでカナダ産食材とのコラボ料理を味
わったほか、地元の高校生がカナダの食
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岩
い わ

沼
ぬ ま

市
し

亘
わ た

理
り

町
ちょう

「復興」から「地方創生」へ
「住みたい、住み続けたい」まちを目指して

丘陵地帯と海風のそよぎ
「東北の湘南」

　商工業都市として栄えてきた岩沼市。震災後、コミュニティを大
切にした復興を進め、被災地では最も早く仮設住宅の入居や集団移
転事業が開始されるなど、復興のトップランナーとして走ってきま
した。今後は地方創生に軸足を移し、安全・安心に暮らし「住みたい、
住み続けたい」まちを目指してまちづくりを進めています。

　亘理町は宮城県の南東部、仙台から南へ26kmほどに位置し、東
に太平洋、西に阿武隈高地の丘陵地帯、北には阿武隈川と雄大な自
然に囲まれています。夏は心地よい海風が感じられ、冬は積雪量が
少なく、比較的温暖なことから「東北の湘南」とも。温暖な気候を利
用した果樹・花

か

卉
き

栽培が盛んで、地元産のイチゴも有名です。

FラグビーW杯で選手に寄せ書きや千羽鶴を手渡し。南アフリカ出身者
から応援の仕方を学び試合に被災者を中心とした市民応援団を派遣した

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

震災時に、南アフリカが海外の国の中でもいち早く岩
沼市に救援隊を派遣してくれた。その後も、メッセー
ジ付きのサッカーボールの贈呈や、避難所や学校での
アフリカ太鼓の演奏などたくさんの支援を受け、2018
年に「復興ありがとうホストタウン」に登録。

岩沼市×
南アフリカ

F駐日イスラエル大使館員による訪問授業も。給食ではイスラエルの定
番料理も振る舞われ、大使館員も認める味を小学生も堪能した

南アフリカ

日本三稲荷のひとつといわれる竹駒神社、創
建1000年あまりの金蛇水神社のほか、震災の
記憶や教訓を伝えるメモリアル公園の役割と
防災教育の拠点となる「千年希望の丘」がある

震災の発生から、イスラエルの親善大使であるセリ
ア・ダンケルマン氏が理事長を務めるNPO法人セリア
の会など、イスラエル関係者より多大な支援を受けて
いる。復興した姿を見せると共に、感謝の意を伝える
ため、復興ありがとうホストタウンの協定を締結。

亘理町×
イスラエル

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

SUPやカヌーなどのマリンスポーツが楽しめ
る「亘理町B&G海洋センター艇庫」は、常に多
くの人々でにぎわっている

小学校の給食で
イスラエル料理を楽しむ

ありがとうホストタウンProject!

駐日イスラエル大使館の一等書記官によ
る特別授業も行い、児童たちはイスラエ
ルに深い興味を持ったようです」（企画
課）

「イスラエル外務省、文化スポーツ省、
イスラエルオリンピック委員会、駐日イ
スラエル大使館などと連携。柔道スポー
ツ少年団を対象とした交流試合の開催や、
小学校の給食にて同国料理を児童たちと
実食するなど、交流を深めてきました。

イスラエル

ポスターコンクールや
オンライン表彰式で交流

ありがとうホストタウンProject!

岩沼市の子どもたちは南アフリカオリン
ピック委員会会長より表彰状をいただき、
感激していました」（地方創生推進課）

「2019年のラグビーＷ杯では、選手に寄
せ書きや千羽鶴を手渡し交流。決勝戦は
市民がテレビ観戦で応援し、南アフリカ
の優勝に熱狂しました。東京2020大会
に向けて、両国の子どもたちが相互に応
援するポスターコンクールなどを行い、
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AR IGATO Hos t  Towns  fo r  Suppo r t i n g  Recons t r u c t i o n

復興ありがとうホストタウンの
宮城県の自治体の皆さんが語ってくれた、今後してみたい国際交流の「夢」をピックアップ。
オンライン交流も盛んですが、実際に会いたいと感じているようです

宮城県

　2021年9月5日㊐まで開催中の「ホストタウンハウス バーチャル会場」では、
復興ありがとうホストタウンの施策をはじめ、さまざまなホストタウン施策を
紹介しています。共生社会ホストタウンの取り組みや、東京2020大会開催中
には各国の言葉で応援するプロジェクトも展開！　バーチャル空間を散策し
ながら、国際交流の様子を見てみましょう。

Fウェルカムエリアからスタート。復興ありがとうホス
トタウンの紹介エリアは、全体マップ内の右上「テーマ
別取組エリア」内にある

Fバーチャル空間を散策しながら、ホストタウン施策のコンテンツが楽しめる。
復興ありがとうホストタウンの紹介エリアも

F「復興」の文字が書かれたのれんが目印。画
面内をクリックして、移動したり、さまざま
なコンテンツを確認してみよう

ホストタウンハウス
バーチャル会場入り口
3host-town.jp/house

開催期間：～2021年9月5日㊐まで
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伝えたいのは感謝と復興と創生

世界12の国や地域に向け、11自治体が復興ありがとうホストタウンとして登録。
今も復興途上にある県内での、その交流に懸ける思いは熱くユニークです。

23　伊達市×ガイアナ、二本松市×クウェート
24　北塩原村×台湾、喜多方市×米国
25　本宮市×英国、飯舘村×ラオス
26　南相馬市×ジブチ・台湾・米国・韓国
27　広野町×アルゼンチン・インドネシア、

川俣町×アルゼンチン、楢葉町×アルゼンチン・ギリシャ
28　白河市×カタール

福島県

伊達市×ガイアナ 

本宮市×英国 

白河市×カタール 

二本松市×
クウェート 

北塩原村×
台湾 

喜多方市×
米国 

川俣町×
アルゼンチン 

広野町×アルゼンチン 
インドネシア 

楢葉町×
アルゼンチン 

ギリシャ 

南相馬市×
ジブチ 
台湾 
米国 
韓国 

飯舘村×ラオス 
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AR IGATO Hos t  Towns  fo r  Suppo r t i n g  Recons t r u c t i o n

伊
だ

達
て

市
し

二
に

本
ほ ん

松
ま つ

市
し

果樹と自然の町
太鼓まつりが市民をひとつに

秋の菊人形が彩る
城下町の風情と豊かな自然

　福島県北部にある伊達市は、盆地特有の気候から、あんぽ柿やモ
モなど、果樹の栽培が盛んな町として知られています。また東北山
岳仏教の聖地とされる名峰・霊

りょう

山
ぜん

を抱えるなど、その自然は豊かで
す。震災復興を祈念する「だてな復魂祭」が名称を変え、「だてな太
鼓まつり」として開催されました。

　福島県の中央北部に位置する二本松市。江戸時代には二本松藩が
置かれ、霞ヶ城の名で親しまれる二本松城は、日本100名城に数え
られます。毎年秋に開催される「二本松の菊人形」では、城を舞台に
菊の花が見事な彩りを添えてくれます。日本百名山の安達太良山を
西に抱き、市街地を阿武隈川が流れる穏やかな風景が広がります。

Fだてな太鼓まつりで市民から歓迎を受けるガイアナの選手団長。史跡
の見学や初めてモモ狩りを体験するなど、文化と自然に親しんだ

初めてのモモの甘さに
ガイアナ選手団長は舌鼓!

ありがとうホストタウンProject! わが町のいいトコ教えます
伊達市は盆地特有の気候から、夏の最高気温
が日本１位になることも。その暑さが、モモ
の甘味を増し、色づきを鮮やかにしている。
甘さ、おいしさは折り紙付きだ

ちょっと

震災時、最大震度6弱を観測した伊達市では、約300
棟の家屋被害と共に、市民の避難や農産物の出荷制限
などの影響を受けた。ガイアナ共和国から贈られた義
援金は避難市民への生活家電の購入などに充てられ、
その後の生活再建につながっていった。

伊達市×
ガイアナ

F地元小学校の児童と上川崎わがみ会が合同で、ツバキの花や地元の風景の
押し絵を制作。押し絵と共に制作過程を収録したDVDを贈った

ガイアナ

の後も、応援動画の制作とリモート交流
を通じて結び付きを強めています」（総合
政策課）

「2019年8月にガイアナの選手団長が訪れ
てモモ狩りを体験。初めて口にするモモ
に『甘くておいしい！』と舌鼓。市民は
『また食べに来て！』と大喜びでした。ま
た〝だてな太鼓まつり 〝への参加を通じて
伝統文化に触れ、親交を深めました。そ

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

震災後、クウェートから日本に対し贈られた多額の義
援金。その一部が日本赤十字社を介して福島県に寄せ
られ、市内において被災した中小企業や、同じく被災
した県沿岸部・浜通りにあった高校のサテライト校に
通う生徒への支援に活用された。

二本松市×
クウェート

クウェート

江戸時代より菊の愛好家が多かった二本松市。
昭和初期には菊人形が町に飾られるようにな
り、現在では日本最大級の菊の祭典「二本松
の菊人形」として全国でも広く知られている

手すき和紙を活用して、小学生ら
が「押し絵」を贈りました

ありがとうホストタウンProject!

「選手団へ向けて市民が共同で応援メッセ
ージ動画を制作し、『がんばれクウェート、
二本松でお待ちしています！』といったメ
ッセージを送りました。また、二本松市
の伝統工芸品でもある上川崎和紙を活用
した押し絵を地元小学生らが協力して制
作し、その様子を撮影した動画と共に贈
りました。参加した小学生は、『もっとク
ウェート のことが知りたくなった』と話し
ていました」（教育委員会生涯学習課）
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F震災後にお世話になった舞踊団を村に招き、中学校での公演を実施。
雪まつりにも招待したりと、交流を続けている

F全国大会開催を機に1950年に開設された「県営荻野漕艇場」。世界ボ
ートジュニア選手権への出場選手を招待し、市民との交流も行われた

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

裏磐梯の春の訪れは遅く、毎年4月下旬に桜
が開花。桜峠では2001年に植樹された桜が、
今では3000本を数えるまでに。新たな桜の
名所として注目スポットになっている

震災からわずか3カ月後、被害状況を知った台湾舞踏
家協会が北塩原村に避難していた被災者を激励するた
め、村内4カ所で慈善公演を開催。村では2012年から
中学生台湾派遣事業を実施するなど、中学生を中心に
文化的な交流を続けている。

北塩原村×
台湾

台湾

北
き た

塩
し お

原
ば ら

村
む ら

風光明媚な
観光と農業の村
　磐梯山と、その周囲の大小300余りにのぼる湖沼群で有名な「裏
磐梯」を有する北塩原村。ダイコンやトウモロコシなどの高原野菜、
ワカサギ、会津山塩と、特産品は多岐にわたっています。またスキ
ーや釣りの名所としても知られていて、自然の恵みが豊富な村です。

迫力満点の伝統舞踊で村民激励
絆深まったホストタウン事業

ありがとうホストタウンProject!

した。ホストタウン事業を通じて深まっ
た台湾との絆を今後も大切にしていきま
す」（総務企画課）

「台湾舞踏家協会のほか、2014年には台
湾の伝統舞踊団『傳

でん

練
れん

堂
どう

綜
そう

藝
げい

團
だん

』が来村し、
迫力満点の演技で原発事故の風評被害に
苦しむ村民を激励。村では、お世話にな
った伝統舞踊団を再び村にお招きし、交
流会などを通して感謝の気持ちを伝えま

喜
き

多
た

方
か た

市
し

「蔵のまち」にあった
意外なスポーツの「聖地」
　喜多方は、多くの蔵が立ち並ぶ様子から「蔵のまち」として知られ
ています。阿賀川や只見川など、山間を流れる河川が多く集まり、
古くから物資の集積地とされてきたためです。市内西部の山間には、
福島県唯一の公認ボートコースがあり、全国のボート愛好者に親し
まれています。喜多方は「ボートのまち」でもあったのです。

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

喜多方といえば「喜多方ラーメン」。「平打ち
熟成多加水麺」と呼ばれる水分を多く含んだ
麺が大きな特徴。朝からラーメンを食べる
「朝ラー文化」があり、観光客にも人気！

地元高校ボート部を発奮させた
米国ボート代表選手との交流

ありがとうホストタウンProject!

共に練習した経験を生かして、その後に
東北大会優勝を果たしました。感謝の気
持ちを米国ボート協会CEOに伝えること
もできました」（教育委員会生涯学習課）

「震災時の支援に感謝して、2019年に同
市姉妹都市協会員を招いて復興の姿を見
てもらいました。また同じ年に、世界ボ
ートジュニア選手権大会に出場した米国
の代表選手を招待し、市民との交流事業
を実施。参加した地元高校のボート部が 市民レベルでの交流が、1988年には姉妹都市の締結

に発展。以来、中高生の研修使節団の受け入れ・派遣
の実施など、30年以上の交流が続いていた。2011年
の震災では、ウィルソンビル市民から激励のメッセー
ジと義援金が寄せられ、市民を勇気付けた。

喜多方市×
米国

米国
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AR IGATO Hos t  Towns  fo r  Suppo r t i n g  Recons t r u c t i o n

F中学生が英国のカヌー代表選手の練習を見学。英国から中学生を招き
入れるなど、相互交流で友好関係を構築している

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

本宮市は、近隣都市へのアクセスが良く就労
機会も豊富で、特に子育て支援が充実してい
るのが特徴。そして英国庭園のほかにも「み
ずいろ公園」も人気スポット

本
も と

宮
み や

市
し

英国風の品格が漂う
「福島のへそのまち」
　本宮市は、福島県中通りの中部にあってアクセス抜群の立地から、
通称は「福島のへそのまち」。県内の市の中では、人口が最も少なく、
面積も最も小さいながら、笑顔で暮らせる町づくりをスローガンと
しています。英国との交流を機に、市内の公園に英国庭園を整備す
るなど、観光にも力を入れています。

市内の「英国庭園」とロンドンの「福島庭園」が、2017
年に姉妹庭園覚書を締結。それを機に3年にわたって、
市内中学生らをメンバーに「未来へつなげる もとみや
英国訪問団」が訪英する事業がスタート。また、各学
校単位でリモートによる交流が進められている。

本宮市×
英国

英国

カヌー代表選手を訪問
そのメダルの重さに感激!

ありがとうホストタウンProject!

互いの文化を体験する生徒間交流を行い
ました。今年度も両国の中学生同士のオ
ンライン交流を実施しています」（国際交
流課）

「2019年に〝もとみや英国訪問団 〝の中学
生らが、英国カヌーチームの練習場を訪
れ、リアム・ヒース選手の練習を間近で
見学。金メダルを実際に触らせてもらっ
た生徒は、その重みに感激していました。
また英国の2校と本宮市の中学生が、お

Fラオスパラ水泳選手団が飯舘村で合宿を実施。練習の合間に地元学校
施設を訪れ、一緒に給食を食べたり、地域の子どもたちと交流を行った

飯
い い

舘
た て

村
む ら

「ふるさとの担い手」と
一緒に育むわくわくするたのしい飯

ふ る さ と

舘村
　阿武隈高原の中腹にある小さな村では、大自然と季節の移ろいが
肌で感じられます。村民や村に関わる人々が「ふるさと」を愛し、楽
しみ、喜びを共にする「ふるさとの担い手」として手を携え、「明日
が待ち遠しくなるような、わくわくする楽しいふるさと」を育んでいま
す。移住者も増えつつあり、村を一緒に磨き上げています。

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

村の特産品や工芸品が集まる「いいたて村の
道の駅 までい館」の北側には、子どもも楽し
める「ふかや風の子広場」などがあり、ドッグ
ランでは、広大な敷地で愛犬とも遊べる

ふるさと納税も活用した
息の長い交流事業

ありがとうホストタウンProject!

「児童の呼び掛けに、村もふるさと納税
を開始して、事業を後押ししました。以
来、現地にできたドンニャイ中学とは、
互いに人的交流を重ねていきました。ラ
オスの方々と共同でTシャツを作り、喜
んでもらえたこともありました。やがて
交流先は発展・拡大し、2019年に村内で
合宿を行ったラオスのパラ水泳選手団と
は、その後もオンライン交流を実施し、
関係性を深めています」（生涯学習課）

飯舘村×
ラオス

ラオス

2009年、NPO法人の出前講座でラオスの子どもたち
の教育環境を知ったことがきっかけ。小学生を中心に
「ラオスに学校を」と呼び掛けが始まり、集まった寄付
がラオスの中学校建設費用に充てられた。震災時には
逆に支援を受けるなど、長く深い関係が続いている。
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南
みなみ

相
そ う

馬
ま

市
し

サムライからロボットまで
新旧のカルチャーが
融合する魅力的な町
　南相馬市は福島県の太平洋側「浜通り」地方の北
部にあって、西は阿武隈山系、東は太平洋に面し
ています。夏は涼しく、冬は温暖で、東北では珍
しく雪が降らないことでも知られます。毎年7月
下旬には、一千有余年の伝統を誇る重要無形民俗
文化財の「相馬野馬追」が行われ、サムライフェス
などの関連した催しも多く、歴史と伝統が息づい
ています。一方で、北泉海岸ではサーフィンが盛
んで、夏には世界大会が開催されます。また、震
災からの復興策の一環として、市内に「福島ロボ
ットテストフィールド」が設置されるなど、国内
有数のロボット開発・試験環境が整ってもいます。
南相馬市は、新旧の文化が融合した町なのです。

F台湾、ジブチの両
国から中学生等を招
き入れ、市内の子ど
もたちとのサッカー
交流などを行った

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

広大な草原での相馬
野馬追。宵乗り競馬、
行列、甲冑競馬など、
順を追って合戦絵巻
が繰り広げられる。
中でも勇壮なのが、
祭りのメインを飾る
「神旗争奪戦」だ。そ
の迫力に圧倒される

言葉は通じなくてもサッカーボールでひとつに!

ありがとうホストタウンProject!

は馬がほとんどいないのでびっくり』と話していました。併せて開催さ
れたワークショップで市内の子どもたちと一緒にサッカーを楽しみ、言
葉が通じないながら子ども同士が一生懸命に意思の疎通を図って、仲良
く同じボールを追いかけていたのが印象的でした」（スポーツ推進課）

「市内の空手指導者をジブチに派遣し、空手を介して交流を深めました。
また、ジブチの中学生を招待して、相馬野馬追を共に観覧。『ジブチに

南相馬市×ジブチ
震災時にジブチ国民が被災地に祈りを捧げ、募った
浄財を大統領へ託して南相馬市へ寄付したのが交流
のきっかけ。ジブチの中学生を相馬野馬追に招待す
るなど、さまざまな交流を実施している。ジブチ

屋外で遊ぶことの楽しさを再認識させてくれた

ありがとうホストタウンProject!

何も恐れることなく外で遊べたのはうれしかった』と、今も当時の子ど
もたちの間では語り草になっているそうです。返礼に、相馬野馬追に招
待してサムライの衣装を着てもらったり、地元のロボット製作会社の協
力でロボット体験をしてもらいました」（スポーツ推進課）

「台北市の招待で、南相馬市の中学生が現地の中学生野球交流大会に参
加しました。以来、野球選手や指導者の交流は盛んですが、『あのとき、

南相馬市×台湾
震災当時、義援金や給食運搬車などの寄付を受けた。
また、台北市当局から「屋外で遊べない子どもたち
に目いっぱい楽しんでもらいたい」との趣旨で、中
学生野球交流大会に中学生が招待された。台湾

サーフィンがつなぐ〝強い絆 〝

ありがとうホストタウンProject!

してくれた静岡県牧之原市が米国サーフィン競技のホストタウンとなっ
た縁からスタート。以降、牧之原市と連携しながら米国サーフィン団体
代表選手を招待し、北泉海岸や市内にあるサーフボード工房を視察して
いただくなどの交流を続けています」（スポーツ推進課）

「南相馬の海はサーフィンに適した波で有名で、震災前には世界大会も
開催されていました。米国とのサーフィン交流は、南相馬の復興を支援

南相馬市×米国
ポートランドの日本人商工会の主導で同市から義援
金が届けられ、被災した市民の生活再建に役立てら
れた。それをきっかけに米国サーフィン競技団体代
表が訪れるなど、サーフィン交流が盛んになった。米国

韓国との交流に見る〝報恩の思い 〝

ありがとうホストタウンProject!

韓国スケートボード競技のホストタウンとなった縁から、韓国との交流
を開始。本市の小中学生8人が寒河江スケートパークで韓国代表チーム
の選手やコーチに指導を受けました。被災時に受けたさまざまな形の恩
に、南相馬市は報いようとしています」（スポーツ推進課）

「韓国芸能人からの寄付がスタートでしたが、直接的な交流は別の理由
から。震災時に南相馬市の避難者を受け入れてくれた山形県寒河江市が、

南相馬市×韓国
韓国芸能人によるサッカーチーム「FC MEN」から、
チャリティイベントの収益金が寄付された。そのお
礼を伝えるため、韓国のスケートボード選手の合宿
に市内の小中学生が派遣されたこともある。韓国

26



AR IGATO Hos t  Towns  fo r  Suppo r t i n g  Recons t r u c t i o n

広
ひ ろ

野
の

町
ま ち

「ミカンが実る北限の地」は　
アスリートも実る人材の町
　福島県浜通りの南東部に位置する広野町は、温暖で寒暖差が少な
い気候で「ミカンが実る北限の地」といわれています。1997年にナ
ショナルトレーニングセンター「Jヴィレッジ」が開設され、周辺に
は「JFAアカデミー福島」や、アスリート教育に熱心な「県立ふたば未
来学園」などがあって、アスリート養成の拠点にもなっています。

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

広野町の二ツ沼総合公園は、国際公認のパークゴ
ルフ場やサイクリングロード、文化活動にも利用
できるギャラリー、茶室など施設が充実。ほかに
も体育館や合宿所なども備えている

F5人制サッカーのアルゼンチン代表チームとの交流。広野町文化協会
茶道部会による呈茶および点茶体験など、日本文化を楽しんでもらった

川
か わ

俣
ま た

町
ま ち

「みどりの中に光る絹の町」は
匠が息づく文化の町
　福島県北部の阿武隈山系丘陵地帯に位置する川俣町には、
里山と清流に囲まれ、四季折々の素晴らしい眺めがあります。
フォルクローレ音楽祭の開催、生涯5000曲を作曲した古関
裕而氏のゆかりの地、縄文時代中期後半の赤と黒に塗り分け
られた漆器も発見されるなど、文化の香るまちです。

な ら

葉
は

町
ま ち

誰もが気軽にスポーツを
楽しめる町 ならは
　気軽に楽しめる生涯スポーツからプロスポーツまで「スポーツ
を生かした地域振興」を推進する楢葉町。町内には「Jヴィレッ
ジ」や、バスケットボール男子日本代表などが合宿を行った「な
らはスカイアリーナ」、プロ野球独立リーグが合宿を行う「SOSO・
RETEC ならはスタジアム」など、スポーツ施設が充実しています。

2002年のサッカー W杯の際、Ｊヴィレッジ
が、アルゼンチン代表の公認キャンプ地とな
ったことから交流が生まれた。インドネシア
は県内にある高等学校のバドミントン部指導
者を招いているという縁から登録。震災時に
は両国から多額の義援金が寄せられた。

広野町×アルゼンチン・
インドネシア

楢葉町にあるJヴィレッジが国内聖火リレー
のスタートの地であることから、その聖火の
採火式が行われるギリシャとの交流を始めた
のがきっかけ。Jヴィレッジの縁から広野町・
川俣町と連携し、アルゼンチンの復興ありが
とうホストタウンにも登録している。

楢葉町×
アルゼンチン・ギリシャ

アルゼンチン共和国コルドバ州コスキン市で
行われる、世界最大規模のフォルクローレ音
楽祭にちなんだ音楽祭を1975年から開催。
2013年にはコスキン市の小学生から、東日
本大震災復興の励ましの絵画を贈呈されるな
ど、文化的な交流を深めている。

川俣町×
アルゼンチン

アルゼンチンインドネシアアルゼンチン ギリシャアルゼンチン

ブラインドサッカー体験では
パラアスリートに圧倒

ありがとうホストタウンProject!

「子どもたちが多様性を身に付ける機会とす
るために、アルゼンチンの5人制サッカー（ブ
ラインドサッカー）チームとの交流を実施。、小
学生は目隠しをして選手と手をつないで一緒
にプレーし、高校生サッカー部員は対戦形式
で体験しました。子どもたちは目隠しをした
途端に足下がおぼつかなくなり、パラアスリ
ートのすごさを体感。代表選手のメダルも持
たせていただき、パラリンピックを身近に感
じる機会となりました」（広野町復興企画課）

地元食材をふんだんに使った
アルゼンチンメニューを創作

ありがとうホストタウンProject!

ゼンチン大使と楢葉町長によるオンライン試
食会も開催され、これからの交流について意
見交換が行われました。このほか、アルゼン
チンの応援動画を作成し、町の公式YouTube
で公開しています」（楢葉町政策企画課）

「Jヴィレッジの料理長が、アルゼンチンメニュ
ーを開発しました。期間限定メニューとして
提供されたほか、〝マテ茶プリン 〝は、町内のこ
ども園の給食にも登場し、子どもたちは『大人
の味』と、おいしそうに食べていました。アル
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被災地復興支援プロジェクト「カタールフレンド基金」
からの資金援助で、国体記念体育館や陸上競技場の改
修がなされた。また市の運動施設「アナビースポーツ
プラザ」の新設にも援助を受けている。

白河市×
カタール

わが町のいいトコ教えます
ちょっと

南湖公園は、寛政の改革で知られる松平定信
によって1801年に築造されたもの。公園内
にある南湖神社創建に尽力したのが、定信を
敬愛した名実業家の渋沢栄一である

市内小中学生が
カタールについて学ぶ

ありがとうホストタウンProject!

イスラムの歴史や文化を学ぶ〝カタール
特別授業 〝とハラール体験給食が予定さ
れています」（生涯学習スポーツ課）

「2014年にはカタールと日本のスポーツを
通じた交流を目的に、サッカーイベント
を開催。カタールと白河市の子どもたち
がサッカーを通じて交流しました。東京
2020大会後の9月にはカタール大使館よ
り公使を招き、市内の小中学校において、

カタール

白
し ら

河
か わ

市
し

「みちのくの玄関口」
都心からすぐに行ける〝ふるさと 〝
　かつて奥州三関の一つ「白河の関」が置かれており、「みちのくの
玄関口」と呼ばれています。首都圏からのアクセスがよいため、近
年では大企業の進出もあり、東北新幹線を利用した首都圏への通勤
者も少なくありません。一方で、豊かな自然や歴史的・文化的な名
所も数多く残り、多彩な魅力にあふれています。

F「アナビースポーツプラザ」入り口には、白河市とカタールを象徴す
るモチーフが描かれた壁画を展示している

復興ありがとうホストタウンの
福島県の自治体の皆さんが語ってくれた、今後してみたい国際交流の「夢」をピックアップ。
経済的な交流、今後のスポーツ交流についてなど、多彩な意見が出ました

福島県
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ポケモンたちが
復興ありがとうホストタウン大使に
「推しポケモン」が各地の魅力を国内外に発信する活動「ポケモンローカルActs」で、
岩手県・宮城県・福島県の推しポケモンとして活躍する3匹のポケモン。
「復興ありがとうホストタウン大使」としても、さまざまな形で交流を盛り上げてくれています。

みやぎ応援ポケモン

ラプラス
2019年7月に任命。水上を進
む「のりものポケモン」である
ラプラスを推しポケモンとす
ることで、被災が大きかった
沿岸部を中心に、多くの人に
旅してもらいたいという思い
を込めて選ばれました。

ふくしま応援ポケモン

ラッキー
2019年2月に任命。幸せを運ぶといわれているラッキ
ーは、福島県の福を連想させます。また、おなかに抱
えたタマゴのように、おいしく栄養がたっぷりな農産
物を通じて県内外へ幸せを運ぶ福島県にぴったりです。

S優しい心の持ち主で、めっ
たに争うことがない。人の言
葉を理解する高い知能を持つ。
ご機嫌になると、美しい声で
歌う。人やポケモンを背中に
乗せて海を泳ぐのが大好き

Fラッキーのタマゴは、
おいしく栄養がたっぷり。
持っているタマゴを割ら
ないように気を付けて歩
く。幸せを運ぶといわれ
ているポケモンで、生息
数が少ないため見付けた
人は運がいい

いわて応援ポケモン

イシツブテ
2019年5月に任命。イシツブテは、ポケ
モンの18種類のタイプのうちの〝いわ 〝
タイプに属しており、〝岩 〝に〝手 〝が付
いている見た目も、「岩手」を象徴してい
るということで選ばれました。

F山道に多く生息していて、石ころに間違わ
れる。両手を使って険しい崖を登り、体の半
分を地面に埋めてぐっすり眠る。頑丈な体が
自慢で、仲間と体をぶつけ合って硬さを競い
合う。怒ると、ゲンコツを振り回す
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J A PA N E S E  H

米国と台湾で現地イベント
日本の魅力をアピール!
　復興ありがとうホストタウンのことをより広く
深く海外の人に知ってもらおうと、同じ国・地域
を相手とするホストタウンが自治体の枠を超えて
連携し、現地を訪れてPR活動を行いました。
　米国の選手や大会関係者を迎えるのは、岩手県
の花巻市と大船渡市、福島県の喜多方市と南相馬
市の4自治体。この4つの自治体が連携して、
2019年9月、米国・ロサンゼルスにある日本の文
化や伝統などさまざまな魅力を発信する拠点「ジ
ャパン・ハウス」でイベントを開催しました。
　同じく台湾を相手とする岩手県の大槌町と野田
村、福島県の南相馬市と北塩原村の4自治体は、
台湾で開催された漫画やアニメの人気イベントに
2020年と2021年の2年連続でブースを出展。今年
は渡航こそ見送られたものの、ステージイベント
にはリモート出演するなど存分にPRしました。

米国・ロサンゼルスで「復興ありがとう!」
【連携自治体】

岩手県花巻市

岩手県大船渡市

福島県南相馬市

福島県喜多方市

　2019年9月25日に開催された「復興ありがとうホストタウン」イベント
には、渡米がかなわなかった南相馬市を除く3自治体からパネリストが
登壇。そこでまず伝えられたのは、米国に対する感謝の思いでした。ス
テージ上では、震災後に大船渡市に駆け付けた地元消防隊の隊長と大船
渡の消防隊員との再会もあるなど、大いに盛り上がりました。

Fパネルディスカッションでは、岩手県花巻市、大船渡市、福島県喜多方市の代表が登壇し、自治体の魅力をPR。また、橋本聖子大臣（当時）からもビデオメッセージが寄せられた

自治体の枠を超えた連携海を渡る
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H O S P I TA L I T Y

日本の「おもてなし」

2年連続でブース出展
台湾のアニメイベントでPR

Fイベント後半の懇親会では、岩
手県産のお米で握ったおにぎりや
和牛、さらに岩手県と福島県の日
本酒も並び、来場者をおもてなし

Fロサンゼルス・エンゼルスでも
活躍した高橋尚成さんも登壇し、
東京2020大会で復活する野球に
ついて、思いを語ってくれた

F2021年は現地への渡航はできず、
ブース出展のみに。それでも、寄
せ書きコーナーには応援メッセー
ジが書き込まれていた

F2021年の開催では、ステージイ
ベントに復興ありがとうホストタ
ウン大使としてポケモンも登場。
自治体の職員もリモート出演した

　台湾で毎年開催されているアジア最大級の漫画・アニメのイベ
ント「台北國際動漫節」に2年連続でブース出展した4自治体。
2020年には、南相馬市の職員が騎馬武者に扮

ふん

して来場者と記念
撮影をしたり、展示やステージでの登壇の際には台湾への感謝の
気持ちと復興の状況を、しっかりと発信することができました。

【連携自治体】

岩手県大槌町

岩手県野田村

福島県南相馬市

福島県北塩原村

F2020年1月31日～ 2月4日に台湾で開催された漫画・アニメのイベント「第8回台北國際動漫節」に出展した岩手と福島の4自治体。イベントは大盛況
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